
資料 6. 基本設計概要表 

１．案件名 

エチオピア連邦民主共和国 第三次幹線道路改修計画基本設計調査 

２．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

エチオピア国（以下、「エ」国と称す。）は、サブサハラに位置するアフリカ諸国で第 2 位の人

口（6,430 万人：2000 年世銀統計）を抱え、歴史も古く、多様な民族・文化を持ち、潜在的に天

然資源（金、マンガン、銅）を有する国である。 

しかしながら、周期的な旱魃による食糧不足、多額の対外債務、主要輸出品目であるコーヒー

の価格低迷、エリトリアとの紛争による難民の発生等による治安問題が障害となり、国全体の経

済指標では、GNI（国民総所得）が US$100 と最貧国のひとつに数えられ、最新の調査結果による

と、国民の 44%が基本貧困ライン以下の生活を強いられている。 

このような中で、「エ」国政府は、長期に渡る内戦で疲弊した経済を立直すために 1995 年に国

家開発計画「開発、平和及び民主主義のための計画」を策定し、農業生産向上と地方開発を中心

とした開発戦略を打ち立てた。この中で、第 1 フェーズ（道路路面の 60%を良好な状態に保つ、

道路密度を 0.46km/1,000 人および 27km/1,000km2）と第 2 フェーズ（道路路面の 68%を良好な状

態に保つ、道路密度を 0.54km/1,000 人および 38km/1,000km2）で構成された 10 年間（1997-2007）

の道路セクター開発計画 (Road Sector Development Program：RSDP)が策定され、現在は第２フェ

ーズ（Phase II (2003-2007)：RSDP-II）の段階で以下の開発戦略も含まれている。 

① 農業生産、輸送量、輸出の向上を図るため貨物・旅客輸送の効率を上げるとともに輸送費

用の低減を図る。 

② 道路が不足している地域及び食料調達が困難な地域と食料生産地とを連結する道路の整

備を図る。 

③ 中央及び地方レベルの道路整備・維持管理能力の向上を図る。 
 

さらに、当該セクターでの道路、橋梁の現状での問題点は以下のとおりである。 
１）道路 
「エ」国の幹線道路は全長約 16,600km であるが（全道路延長は、33,300km）、そのうち舗装

道路は約 12%の 4,000km に過ぎず（幹線道路のみが舗装されている。）、舗装の老朽化も進行し

ている。道路舗装は簡易舗装（DBST）や常温アスファルト舗装が主体であり、これらの舗装寿

命は短く舗装破損が進行しやすい。また雨期（6 月中旬から 9 月中旬）には土石流や斜面崩壊に

よる道路封鎖（2～3 日）、年間を通して路面への落石による交通遮断（4～5 日）など、道路自

然災害を多く受けており、人の移動や物流に対して安定した通年交通の確保や安全な交通走行

が確保されていない。 
 
２）橋梁 
「エ」国の橋梁のほとんどは建造後 40 年～50 年以上を経過しており、適切な維持管理が十分

に行われていないため劣化や老朽化が進んでいる。さらに、通過交通の過積載により、橋梁の

損傷の進行はさらに進んでいる。現アバイ橋は、建設後 50 年以上を経て、多くの損傷を受け、

崩壊の危険性が高まっている。このため、橋上を通過する車両は車種を問わず１台に制限され、

交通流のボトルネックになっている。 
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３．プロジェクト全体計画概要 

（１） プロジェクト全体計画の目標 

プロジェクト終了時に発現が期待される直接的な便益は以下のとおりである。 

① アジスアベバ～デジェン間の通年交通が確保され、人の移動・物流が改善される。 

② 落石・法面崩壊に対する防災対策、交互通行に必要な道路幅員の確保、交通安全施設の

整備により、安全な交通の走行が確保される。 

③ 新橋建設により交通のボトルネックが解消される。 

④ 対象道路／橋梁の調査、計画、設計及び建設工事を通して「エ」国側に技術や維持管理

に対する考え方の手法が移転される。 

⑤ 改修工事に地域住民の雇用による収入機会の増大とスキル修得に貢献できる。 

 

さらに、本計画の実施によって裨益する範囲となる地域及び対象の人口規模は、以下のとお

りである。 

 

直接裨益人口：約 107,100 人（プロジェクト対象施設直近地区の人口） 

① オロミア州セメンシェワ地区（ゴハチオン、フィリクリク） ：約 7,100 人 

② アムハラ州ミスラックゴジャム地区（クラール、デジェン、デブレマルコス） 

 ：約 100,000 人 

 

間接裨益人口：約 6,430 万人（プロジェクト対象施設が、「エ」国全体に影響を及ぼす幹線

道路であるため、「エ」国全人口とする。2000 年世銀統計） 

 

（２） プロジェクト全体計画の成果 

① プロジェクト運営体制が整備される。 

② 道路／橋梁施設が整備される。 

③ 供用後の維持管理体制が確保される。 

 

（３） プロジェクト全体計画の主要活動 

① プロジェクト運営のための人員を配置する。 

② 道路／橋梁施設を維持管理する。 

③ 上記施設を使用して社会・経済活動を実施する。 

 

（４） 投入（インプット） 

ア．日本側（本案件）：無償資金協力 50.75 億円 

イ．相手国側 

（ア） 事業用地等 

（イ） 建設資機材（骨材の原石） 

（ウ） 施設の運営・維持管理に係る経費 

（エ） 過積載車輌等の取締り 
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（５） 実施体制 

実施機関：社会資本省 

主管官庁：エチオピア道路公社（ERA）エンジニアリング規制局 

４．無償資金協力案件の内容 

（１）サイト 

 「エ」国 オロミア州セメンシェワ地区ゴハチオン ～ アムハラ州ミスラックゴジャム地区デジェン 

 

（２）概要 

 当該無償資金協力により整備される主要な施設は以下のとおりである。 

① ゴハチオン～デジェン間の道路改修（約 40.6km） 

② アバイ橋の架替え建設（303m） 

 

（３）相手国負担事項 

 ①事業用地の確保、②資材採取場所の提供、③工事用道路用地の提供、④アバイ川流速測定施

設の撤去、⑤公共施設等の移設（デジェン市街の電柱、電話柱、家屋の塀） 

 

（４）概算事業費 

 当該案件の概算事業費は、以下のとおりである。 

 概算事業費 50.85 億円（無償資金協力 50.75 億円、「エ」国側負担 0.1 億円） 

 

（５）工期 

 E/N 署名から最終引渡までの実施工程は、各々次のとおりである。 

① 詳細設計：約 8 ヶ月 

② 建設（入札を含め）：約 42.5 ヶ月 

 

（６）貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

 既存道路改修であるため、特段、社会環境への影響は発生しない。 

 

５．外部要因リスク 

設計で考慮している以上の甚大な豪雨等、天災が発生しない。 

 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

 特になし。 
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７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１）プロジェクト全体計画の目標達成を示す指標 

事業成果 成果測定指標 
現時点数値 
（2003 年） 

 

目標数値 
(2014 年) 

（供用後 5 年後） 
車両走行速度   

［一般車］ 20～30 km/h 40~60 km/h 
［大型車］ 10～15 km/h 20~30 km/h 

走行時間 
(ゴハチオン～デジェン間)   

［全車種］ 2～4 時間/片道 1～2 時間/片道 

通年通行による人的

移動・物流の改善お

よび安全な交通走行

の確保 

通行止め頻度（日数） 6～8 日/年 無し/年 
 

（２）その他の成果指標 

 なし 

 

（３）評価のタイミング 

 施設完成後（供用後）5 年経過後とする。 
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資料8.　その他の資料・情報

8-1 ボーリング柱状図
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8-2 CBR試験結果（修正CBR)
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